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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による各種政策の効果により、企業収益や雇用情

勢は改善し、個人消費も持ち直しの動きが続き、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、海

外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響により、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のなか、東急グループにおける事業の連携強化を推進するとともに、エンターテイメント領域を

担う役割の拡大をはかってまいりました。

さらに経営ビジョン「エンターテイメント ライフをデザインする企業へ」の実現に向け、最重要課題である

「新宿ＴＯＫＹＵ ＭＩＬＡＮＯ跡地の再開発」「渋谷地区でのシネマコンプレックスの開業」をより迅速に確実

に遂行させ、企業価値及び株主価値の最大化をはかるべく、より強固な経営基盤の確立に努めるとともに、映像事

業、ライフ・デザイン事業、不動産事業の３事業を柱として、全社を挙げて積極的な営業活動を行ってまいりまし

た。

この結果、売上高は16,569百万円（前年同期比4.7％増）、営業利益は909百万円（前年同期比81.3％増）、経常

利益は862百万円（前年同期比85.3％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は531百万円（前年同期比

55.7％増）となりました。
　

セグメントの業績は次のとおりであります。
　

① 映像事業

当第２四半期連結累計期間における映画興行界は、「美女と野獣」「名探偵コナン から紅の恋歌（ラブレタ

ー）」「モアナと伝説の海」「ＳＩＮＧ／シング」「ワイルド・スピード ＩＣＥ ＢＲＥＡＫ」などのヒット作

品に恵まれ、業界全体として好調に推移いたしました。

このような状況のなか、シネマコンプレックス「１０９シネマズチェーン」におきましては、お客様から一番

に選ばれる劇場を目指し、来場される全てのお客様に驚きと感動を与える劇場の運営に努めるとともに、顧客ニ

ーズに合わせた番組編成によって客席稼働率の向上をはかり、収益力の強化をはかってまいりました。また、好

調な観客動員の効果を生かすべく、コンセッションやシアタープロモーションの強化を行い、付帯収入の拡充も

はかってまいりました。

映像関連事業におきましても、番組編成の強化をはかるべく、５月にＯＤＳ作品「一周忌追悼企画 蜷川幸雄

シアター」の企画・配給をいたしました。また、劇場用商品の企画・制作の受託を拡充させ、収益の拡大に努め

てまいりました。

この結果、売上高は9,421百万円（前年同期比9.8％増）となり、営業利益は751百万円（前年同期比78.4％

増）となりました。
　

② ライフ・デザイン事業

ボウリング事業におきましては、地域の特性に合わせたサービスを提供するとともに、利用者に訴求力のある

各種大会の開催、個人参加プログラムなどの企画強化を行うとともに、スクールの充実に取り組み、顧客満足度

の向上に努めてまいりました。

フットサル事業におきましては、厳しい事業環境が見込まれることから、リストラクチャリングに着手し、店

舗閉鎖を進める一方、フィットネス事業におきましては、「エニタイムフィットネスセンター草加店」（埼玉県

草加市）を出店し、既存の各店舗とともに、安全・安心で快適に利用できる施設運営と会員獲得に努め、事業拡

大と収益力の強化に取り組んでまいりました。

ボルダリングをメインとした「クライミングジムＲｅｃ’ｓ代々木」（東京都渋谷区）は、2020年東京オリン

ピックに正式採用されたスポーツクライミングの種目として話題を集めたことを契機とし、さらなる集客を目指

し、ソフト及びハードともに顧客の志向に合わせた店舗作りに取り組み、運営の安定化に努めてまいりました。

コンビニエンス事業及び飲食事業におきましては、効率的な店舗運営に努め、収益力の向上をはかってまいり

ました。

ランキン事業におきましては、４月に移転リニューアルオープンいたしました「ＰｉｃｋＵｐランキン 渋谷

ちかみち」(東京都渋谷区)など既存４店舗において、流行情報の持続的な発信を行いながらブランド価値のより

一層の向上をはかり、売上の拡大と収益力の強化に努めてまいりました。
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ホテル事業におきましては、国内旅行回帰やインバウンド需要により客室単価及び稼働率が上昇し、業界全体

としては堅調に推移するものの、競合ホテルとの顧客獲得競争は激化するなど、依然として予断を許さない事業

環境となりました。

このような状況のなか、「熊本 東急ＲＥＩホテル」（熊本県熊本市）におきましては、熊本の震災復興に貢

献すべく、懸命な営業努力を重ねたことにより、客室単価及び稼働率が好調に推移いたしました。「広島 東急

ＲＥＩホテル」（広島県広島市）におきましては、インターネットを利用した販促活動や満足度の高い宿泊パッ

クなどを提供し、顧客の獲得をはかり、客室単価及び稼働率向上に努めてまいりました。

この結果、フットサル事業並びにコンビニエンス事業の店舗閉鎖を行ったことにより、売上高は3,066百万円

（前年同期比6.9％減）と前年同期比で減少いたしましたが、フィットネス事業が好調に推移したことにより、

営業利益は61百万円（前年同期は30百万円の営業損失）となりました。
　

③ 不動産事業

不動産事業におきましては、賃料減額要請やテナント退去など厳しい事業環境が続くなか、オーナー並びにテ

ナントからの需要に応えるべく積極的な営業活動を行ってまいりました。

また、当社直営ビル及びマスターリースビルの双方におきましては、クオリティー等を維持・向上させるた

め、それぞれの特性に合わせた修繕・設備投資を行うなど、入居率の改善と収益の確保に努め、安定経営基盤の

確立を推進してまいりました。

この結果、売上高は3,552百万円（前年同期比0.2％減）となり、営業利益は731百万円（前年同期比3.3％増）

となりました。
　

④ その他

ビル管理事業におきましては、オフィスビルを中心にビルメンテナンス・安全管理における高いニーズに応え

るとともに、クオリティーの高い技術力とサービスの提供に努めてまいりました。

この結果、売上高は529百万円（前年同期比34.1％増）となり、営業利益は38百万円（前年同期比0.3％増）と

なりました。
　

（２）財政状態に関する説明

　(総資産、負債、純資産の状況)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ716百万円減少し、46,710百万円となりま

した。これは主に流動資産その他（短期貸付金）が1,157百万円増加し、有形固定資産が691百万円、差入保証金

が677百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ1,097百万円減少し、20,053百万円となりました。これは主に

買掛金が382百万円増加し、流動負債その他（未払金）が673百万円、長期借入金が410百万円、受入保証金が368

百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ381百万円増加し、26,656百万円となりました。これは主に

利益剰余金が371百万円増加したことによるものであります。
　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、平成29年８月10日に公表いたしました「業績予想の修正に関

するお知らせ」のとおり、当初の連結業績予想を上回ることができましたが、通期の連結業績予想につきまして

は、市況並びに需要動向の影響に負うところもあるため、平成29年２月13日に公表いたしました連結業績予想を据

え置くことといたします。

今後、何らかの変化がある場合には適切に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 772,937 700,669

受取手形及び売掛金 1,489,284 1,406,541

商品 179,825 146,994

貯蔵品 85,272 72,582

繰延税金資産 253,561 118,032

その他 4,408,671 5,441,265

流動資産合計 7,189,552 7,886,086

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,790,753 11,318,928

土地 13,657,559 13,657,559

その他（純額） 2,221,659 2,002,266

有形固定資産合計 27,669,972 26,978,754

無形固定資産 1,167,013 1,158,564

投資その他の資産

投資有価証券 1,647,900 1,645,704

差入保証金 8,590,879 7,912,946

繰延税金資産 175 －

その他 1,161,626 1,128,896

貸倒引当金 △606 △606

投資その他の資産合計 11,399,975 10,686,941

固定資産合計 40,236,961 38,824,260

資産合計 47,426,514 46,710,347
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,180,026 2,562,480

1年内返済予定の長期借入金 821,470 821,582

未払法人税等 194,275 154,128

引当金 40,313 39,104

その他 3,198,629 2,681,979

流動負債合計 6,434,716 6,259,275

固定負債

長期借入金 2,490,991 2,080,172

繰延税金負債 514,436 552,203

再評価に係る繰延税金負債 1,262,258 1,262,258

退職給付に係る負債 310,235 301,131

資産除去債務 1,505,531 1,491,541

受入保証金 6,256,353 5,887,768

その他 2,376,921 2,219,421

固定負債合計 14,716,727 13,794,496

負債合計 21,151,443 20,053,772

純資産の部

株主資本

資本金 7,028,813 7,028,813

資本剰余金 7,878,110 7,878,110

利益剰余金 8,246,976 8,618,553

自己株式 △6,447 △8,330

株主資本合計 23,147,452 23,517,146

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 520,950 532,761

土地再評価差額金 2,606,667 2,606,667

その他の包括利益累計額合計 3,127,618 3,139,428

純資産合計 26,275,071 26,656,575

負債純資産合計 47,426,514 46,710,347
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 15,825,230 16,569,660

売上原価 14,687,489 14,987,101

売上総利益 1,137,740 1,582,558

販売費及び一般管理費 636,131 673,173

営業利益 501,608 909,385

営業外収益

受取利息 10,264 7,886

受取配当金 34,051 22,359

為替差益 17,411 3,008

受取補償金 － 29,636

その他 13,710 12,810

営業外収益合計 75,437 75,701

営業外費用

支払利息 76,284 70,396

休止設備関連費用 30,376 34,892

その他 4,995 17,297

営業外費用合計 111,656 122,587

経常利益 465,390 862,499

特別利益

投資有価証券売却益 － 10,449

その他 － 22

特別利益合計 － 10,471

特別損失

減損損失 4,174 69,570

その他 373 16,648

特別損失合計 4,548 86,218

税金等調整前四半期純利益 460,841 786,751

法人税等 119,576 255,528

四半期純利益 341,265 531,223

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 341,265 531,223
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 341,265 531,223

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △304,477 11,810

土地再評価差額金 67,606 －

その他の包括利益合計 △236,870 11,810

四半期包括利益 104,394 543,033

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 104,394 543,033

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
映像事業

ライフ・

デザイン事業
不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,578,627 3,293,961 3,557,791 15,430,380 394,849 15,825,230 － 15,825,230

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 6,518 6,518 384,775 391,294 △391,294 －

計 8,578,627 3,293,961 3,564,309 15,436,898 779,625 16,216,524 △391,294 15,825,230

セグメント利益又は

損失（△）
421,362 △30,953 707,606 1,098,015 38,552 1,136,568 △634,959 501,608

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ビル管理事業であります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△634,959千円には、セグメント間取引消去△1,682千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△633,276千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない当社の一般管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
映像事業

ライフ・

デザイン事業
不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 9,421,760 3,066,293 3,552,297 16,040,351 529,309 16,569,660 － 16,569,660

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － 4,372 4,372 384,664 389,037 △389,037 －

計 9,421,760 3,066,293 3,556,669 16,044,724 913,973 16,958,697 △389,037 16,569,660

セグメント利益 751,705 61,527 731,307 1,544,540 38,687 1,583,227 △673,842 909,385

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ビル管理事業であります。

２ セグメント利益の調整額△673,842千円には、セグメント間取引消去△973千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△672,869千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社

の一般管理部門に係る費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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